
平
成
三
十
年
一
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

七

号

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
予
防
・
解
決
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

阿

部

知

子
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職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
予
防
・
解
決
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
今
、
職
場
に
お
け
る
「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」
の
相
談
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
大
き

な
社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
、
企
業
に
お
い
て
も
経
営
上
の
大
き
な
課
題
と
捉
え
て
取
り
組
み
が
行
わ
れ
始
め
た
。
平
成
二

十
九
年
三
月
決
定
の
「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
（
働
き
方
改
革
実
現
会
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
を
強
化
す
る
た
め
、
政
府
は
労
使
関
係
者
を
交
え
た
場
で
対
策
の
検
討
を
行
う
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
昨
年

五
月
か
ら
十
一
月
ま
で
、
六
回
に
わ
た
っ
て
「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
検
討
会
」
（
以
下
検
討

会
と
い
う
）
を
開
催
し
て
い
る
。

関
連
し
て
以
下
質
問
す
る
。

一

検
討
会
は
す
べ
て
公
開
で
行
わ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
議
事
録
が
公
表
さ
れ
た
の
は
本
年
一
月
十
六
日
か
ら
十
七
日

で
あ
る
。
公
表
が
遅
れ
た
理
由
は
何
か
。

二

検
討
会
以
前
の
職
場
の
い
じ
め
対
策
に
関
す
る
厚
労
省
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
日
「
職
場
の

い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
問
題
に
関
す
る
円
卓
会
議
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
報
告
書
」
（
以
下
Ｗ
Ｇ
報
告
書
と
い
う
）
を
取
り

ま
と
め
、
そ
れ
を
受
け
て
、
同
年
三
月
十
五
日
「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
予
防
・
解
決
に
向
け
た
提
言
」
を
公
表

一



し
た
。

Ｗ
Ｇ
報
告
書
は
、
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
以
下
パ
ワ
ハ
ラ
と
い
う
）
の
概
念
を
「
同
じ
職
場
で
働
く
者

に
対
し
て
、
職
務
上
の
地
位
や
人
間
関
係
な
ど
の
職
場
内
の
優
位
性
を
背
景
に
、
業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て
、
精
神

的
・
身
体
的
苦
痛
を
与
え
る
又
は
職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
を
い
う
」
と
整
理
し
、
六
つ
の
行
為
類
型
を
示
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
は
「
概
念
」
の
解
釈
が
業
種
や
個
別
の
企
業
文
化
の
違
い
に
よ
り
、
加
害
者
の
個
人
的
行
為
と
し
て
し
か
認

識
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。

最
近
、
「
肉
体
労
働
」
・
「
頭
脳
労
働
」
に
続
く
第
三
の
労
働
形
態
と
し
て
、
感
情
を
切
り
売
り
す
る
「
感
情
労
働
」
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
感
情
労
働
と
は
「
会
社
な
ど
か
ら
管
理
・
指
導
さ
れ
、
自
分
の
感
情
を
加
工
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
手

の
感
情
に
働
き
か
け
る
職
務
」
と
さ
れ
、
本
来
の
感
情
を
押
し
殺
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
最
近
は
感

情
労
働
の
概
念
が
職
種
を
超
え
て
社
会
全
体
に
広
が
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ

る
。二

〇
〇
七
年
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
以
下
セ
ク
ハ
ラ
と
い
う
）
は
、
「
相
手
方
の
意
に
反
す
る
性
的
言
動
」

と
定
義
さ
れ
、
「
セ
ク
ハ
ラ
防
止
に
配
慮
す
る
義
務
」
か
ら
「
セ
ク
ハ
ラ
の
防
止
措
置
を
と
る
義
務
」
へ
と
強
化
さ
れ
、
企

二



業
の
措
置
義
務
が
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
規
定
さ
れ
た
。
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
も
こ
れ
に
倣
い
、
今
回
の
検
討
会
に
お
い
て
は

「
概
念
」
を
発
展
さ
せ
、
明
確
な
定
義
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

三

労
働
者
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
や
い
じ
め
は
「
同
じ
職
場
」
の
人
間
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
顧
客
や
取
引
先
な
ど
外
部
の
第

三
者
に
よ
る
も
の
も
存
在
す
る
。

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
流
通
部
門
は
、
昨
年
六
月
〜
七
月
、
接
客
対
応
の
流
通
部
門
所
属
組
合
の
組
合
員
（
販
売
・
レ
ジ
業
務
・

ク
レ
ー
ム
対
応
ス
タ
ッ
フ
等
）
を
対
象
に
調
査
を
行
い
、
同
十
一
月
に
「
悪
質
ク
レ
ー
ム
対
策
（
迷
惑
行
為
）
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
〜
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
、
受
け
る
側
が
共
に
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
〜
」
（
速
報
版
）
を
と
り
ま
と
め
公
表

し
た
。

こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
回
答
者
の
七
十
三
・
九
％
が
業
務
中
に
来
店
客
か
ら
の
迷
惑
行
為
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
あ
る
と
答

え
、
そ
の
内
容
は
多
い
順
に
、
「
暴
言
」
四
十
七
％
、
「
何
度
も
同
じ
内
容
を
繰
り
返
す
ク
レ
ー
ム
」
二
十
八
％
、
「
権
威

的
（
説
教
）
態
度
」
二
十
六
％
、
「
威
嚇
・
脅
迫
」
二
十
五
・
四
％
、
「
長
時
間
拘
束
」
十
九
・
二
％
、
「
セ
ク
ハ
ラ
行

為
」
九
・
八
％
、
「
土
下
座
を
強
要
」
三
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
迷
惑
行
為
を
受
け
た
う
ち
の
九
割
が
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

三



こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
は
厚
労
省
に
「
職
場
に
お
け
る
上
司
・
部
下
関
係
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ
け
で

な
く
、
消
費
者
（
顧
客
）
・
労
働
者
の
関
係
性
の
中
に
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
る
。
そ
の
対
策
も
検
討
し
て
ほ
し
い
」
趣
旨

の
要
請
行
動
を
行
な
っ
て
い
る
が
承
知
し
て
い
る
か
。
ま
た
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
検
討
会
の
議
論
に
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
な

形
で
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

四

日
本
民
営
鉄
道
協
会
は
二
〇
一
七
年
七
月
に
、
二
〇
一
六
年
度
に
発
生
し
た
大
手
民
鉄
十
六
社
・
Ｊ
Ｒ
六
社
・
札
幌
市
交

通
局
・
東
京
都
交
・
横
浜
市
交
・
名
古
屋
市
交
・
大
阪
市
交
・
福
岡
市
交
・
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
・
ゆ
り
か
も
め
・
首
都
圏
新

都
市
鉄
道
・
北
総
・
横
浜
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
愛
知
環
状
（
計
三
十
四
社
局
）
に
お
け
る
駅
員
や
乗
務
員
な
ど
鉄
道
係
員

へ
行
わ
れ
た
暴
力
行
為
の
件
数
に
関
す
る
集
計
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
に
よ
れ
ば
二
〇
一
六
年
度
の
該
当
件
数
は
七

百
十
二
件
で
、
前
年
度
か
ら
は
減
少
し
た
も
の
の
引
き
続
き
高
い
水
準
に
あ
っ
た
。

労
働
現
場
か
ら
は
さ
ら
に
「
暴
力
事
件
は
、
軽
微
な
も
の
は
報
告
さ
れ
な
い
が
数
多
く
あ
る
」
「
暴
力
事
件
の
情
報
共
有

は
限
定
的
に
な
っ
て
い
る
」
等
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
駅
員
へ
の
暴
力
行
為
は
深
夜
が
最
も
多
く
、
加
害
者
は
酔
客
が
圧

倒
的
で
あ
り
、
加
害
者
は
男
性
で
年
齢
は
全
世
代
に
わ
た
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
暴
力
行
為
は
言
う
ま
で
も
な
く
刑
事
法
上
の
犯
罪
で
あ
り
司
法
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
顧
客
と

四



し
て
の
優
位
性
を
盾
に
行
う
第
三
者
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
で
あ
り
、
鉄
道
各
社
に
は
そ
う
し
た
認
識
の
上
で
労
働
者
の
安
全
を

確
保
す
べ
く
対
策
を
講
じ
る
義
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
検
討
会
の
議
論
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

五

パ
ワ
ハ
ラ
は
、
行
為
者
が
職
場
内
で
あ
っ
て
も
職
場
外
の
第
三
者
で
あ
っ
て
も
、
労
働
者
が
被
害
者
で
あ
り
、
守
ら
れ
る

べ
き
人
権
・
尊
厳
に
変
わ
り
は
な
い
。
ト
ッ
プ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
予
防
・
防
止
、
発
生
後
の
対
応
方
法
な
ど
を
企
業
の
責

務
と
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
等
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
第
三
者
か
ら
の
暴
言
・
暴
力
行
為
の
対
策
と
併
せ
て
法
制
化
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

今
回
の
検
討
会
は
早
く
も
年
度
末
に
向
け
た
と
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
の
モ
ラ
ル
確
立
に
資
す
る
結
論
を
導
く
べ
き
で
あ
り
、
法
整
備
の
必
要
性
の
認
識
と
併
せ
て
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

五


